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□平成 28 年度の計画について 

日本国内にある 1GHz 以下を観測できる東北大学飯館電波観測所、名古屋大学豊川観測所を始めとした低周波望遠鏡

群を、ひとつの巨大な干渉計として構築する計画を進めている。そこで 28 年度、高速サンプラ（K5VSSP32 や

ADS3000+）を両局で試験的に稼働させて、実際にクエーサーの干渉を得る準備を整える。 

 

□平成 28 年度の進捗および結果について 

･ 名古屋大学豊川観測所に設置された高速 AD サンプラ(ADS3000+)と記録サーバーの整備･調整を行い、安定的にデ

ータ取得が可能になった。 

･ 実際に牡牛座のかに星雲にある Crab パルサーの観測を行い、天体がアンテナビームを通過する様子（図１）を、記録

したデジタルデータから確認ができた。さらに Crab パルサーの Giant Radio Pulse（GRP）の検出に成功した（図２）。 

･ 2017 年 3 月下旬に豊川観測所、飯館観測所の同時観測キャンペーンを実施。観測は 300MHｚ帯域でも強度が強く、

長基線でもコンパクトに見えるクエーサー3C48 を選択した。データが手元に届き次第、干渉解析をおこなう予定である。 

･ 東北大学飯館電波観測所に K5VSSP32 の後継機を準備しており、さらにダイナミックレンジの高い観測が可能となる。 

･ 超短時間での相関処理法の開発をおこない、CrabパルサーのGiant Radio Burst の同時観測データ（Lバンドの NICT

鹿島 34m と JAXA 臼田 64m）から干渉を得た。結果を PASP に報告（A）。この方法は 300MHz 帯の観測でも同様に有効

であり、今後の応用を考えている。また国内、国外の 300MHz 帯の干渉実験の計画について報告をおこなった（B） 
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図１ かに星雲がアンテナビームを通過する様子 

 
図２ 検出できた Crab パルサーの GRP 

 


